
必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
服 装 造 形
論ⅠＡ

1
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
デザインⅠ
Ａ

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○

服 装 造 形
パ タ ー ン
メーキング
ⅠＡ

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
ソーイング
ⅠＡ

1
・
前
期

90 3 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
論ⅠＢ

1
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
デザインⅠ
Ｂ

1
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○

服 装 造 形
パ タ ー ン
メーキング
ⅠＢ

1
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
ソーイング
ⅠＢ

1
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
量産技術概
論・実習

アパレル製品の生産について、関心を持たせる
ことを目標とする。前期は、量産的手法に基づ
いたシャツの縫製実習を短期集中で行い、工業
用ミシン、アイロンを主とした生産機器の安全な
使用方法の基礎を習得する。後期は講義にお
いて、実習での作業内容と通常授業における一
品作りとの違いについて認識させる。

1
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

（1/4）

場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

・衣服全般の基礎知識を習得する。（縫合の基
礎、作図基礎理論、体型観察）
・服作りの基礎となる服の構造、デザイン表現、
作図方法、素材の扱い方、縫製方法を各アイテ
ムにおいて習得する。
・バザー作品を通し、ボランティア精神の育成と
既製服としてのデザイン、縫製法、検品、販売
までの流れを学習する。
・ドレーピングの基礎知識を習得する。（ボディ
について、布の準備、基礎ドレーピング・マーキ
ング・ドラフティング）
１ 基礎Ⅰ（一般知識・縫い方の基礎） 基礎
縫いAミシン縫い・B手縫い
２ 体型研究 身頃原型・スカート原型（1/4・
実物作図）・トワル製作・試着補正・レポート
３ スカートⅠ デザイン・パターン・実物製作・レ
ポート
４ シャツブラウスⅠ デザイン・パターン・実物
製作・レポート
６ 子供服 デザイン・パターン・実物製作・レ
ポート
７ バザー作品 文化祭バザー作品実物製作・
検品・販売
８ スカートⅡ デザイン・パターン・実物製作・
レポート
９ ジャケットⅠ デザイン・パターン・実物製作・
レポート
10 ワンピースドレスⅠ デザイン・パターン・実
物製作・レポート
11 パンツⅠ デザイン・パターン・実物製作・レ
ポート
12 ドレーピング基礎（文化ボディ） 胸ぐせダー
ツのバリエーション（アームホールダーツ）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 自由研究ⅠA

・服装造形の全ての細目において、各自興味を
持ったテーマについて研究する。
・各自の目標に合わせ既習細目におけるレベ
ルの向上をはかる。
・個々の能力に合わせて知識・技術を応用発展
させ、各自の専門性を追及する。
・発表会（展示会）を行うことにより、プレゼン
テーション能力を養う。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 自由研究ⅠB

・服装造形の全ての細目において、各自興味を
持ったテーマについて研究する。
・各自の目標に合わせ既習細目におけるレベ
ルの向上をはかる。
・個々の能力に合わせて知識・技術を応用発展
させ、各自の専門性を追及する。
・発表会（展示会）を行うことにより、プレゼン
テーション能力を養う。

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

○
ファッショ
ンビジネス
概論

・ファッションビジネスの基礎知識の理解
・ファッション産業構造の把握と専門業務の把
握による職種選択のための対応

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
ファッショ
ンデザイン
画Ⅰ

ファッションデザイン画は、人体のプロポーショ
ンと衣服のバランスを把握し、デザインの構造
を明確に描く事が出来るよう基礎技法から幅広
い画材研究まで習得し、各自のデザインワーク
につなげていく事を目標とする。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ クロッキー

様々なものの見方を通じ、ものを見て描く事・表
現につながる描写と楽しさを再認識する事と合
わせ、個性を伸ばす為の観察力・基本描写能
力・表現能力の習得を目的とする。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ 西洋服装史

古代から近世18世紀までは、その時代背景を
踏まえ美術史や映画によって服飾の特長を解
説していく。19世紀近代以降は、パリオートク
チュール・ビジネスが確立し、ファッションが産業
化していく過程を見ていく。20世紀以降はデザ
イナーの時代であり、デザイン史、音楽史、映
画史などにも触れながら、多方面からのアプ
ローチによって理解を深める。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（2/4）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
服飾デザイ
ン論Ⅰ

教育目標　：服飾デザインにおける色彩、形態、
コンポジションについての講義及び演習を通し
て基礎的な知識と技術を身につけ、創造力、分
析力を養うことを目標とする。
レベル設定：色彩の基礎知識や配色の基礎、
形態の構成要素やシルエットのとらえ方、コン
ポジションのセオリーについて理解し、それぞれ
のテーマに沿ったビジュアル表現ができる力を
有する。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
アパレル素
材論Ⅰ

アパレル製品や各自製作物の素材に関心を持
たせることを目標とし、アパレル（衣服）の構成
要素である繊維、糸、布地の種類や特徴につい
ての基礎的知識を習得させる。さらに代表的な
綿、毛、絹織物の種類に関して、教材（テキスタ
イルファブリック）を活用しながら、糸の構造や
織物組織などの特徴に着目させ、理解を図る。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 服飾手芸Ⅰ

服飾手芸全般における基礎知識を学び、それ
ぞれの技術を基にして服飾造形及び服飾小物
などに応用発展できるようにする。また、素材・
テクニック・造形・色の組み合わせのバランス感
覚を習得し、クリエイティブかつオリジナルな創
作力を身につけることを目標とする。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
服装解剖学
Ⅰ

解剖学的な人体の構造を衣服パターンと関連
づけながら理解させ、美的で機能的な衣服製作
に必要な人体（骨格）に関する基礎知識を学習
させる。次に人体を外観から観察し、形態やプ
ロポーションを認識させる。

1
・
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

○
キャリア開
発Ⅰ

・人材育成のための講義と進級に関する講義で
構成する。
・新しい環境の中で社会人と学生の違いを認識
し、将来の進路を考えるきっかけを作る。また、
コミュニケーション能力を高め、自分という存在
について考え成長できる『人間力』の育成を目
指す。
・各自の適性を把握し、進路について考え将来
の方向性を決める。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅰ

・ファッション業界の各分野において幅広い知
識・技術を修得すると共に、各自の専門性を考
える動機付けを目標とする。
・レギュラー授業で包括できない部分の専門関
連分野の知識を習得する。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

（3/4）

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 校外研修Ⅰ

・都会生活から離れた「山荘」における団体生
活の体験。
・野外活動・体育活動など諸活動を通して指導
力・協調の精神を養い、コミュニケーション能力
の向上を目指す。
・個人相互およびクラス間・学年間の親睦を深
める。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
コラボレー
ションa

・1年次では、産業とのかかわりを持つことによ
り、企業とその実務を知るきっかけをつくり、課
外活動（コンテスト活動など）への積極的参加を
推進することを目標とする。
・個々の能力に合わせて各自の専門性を追及
する。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

　23科目

（4/4）

授業科目等の概要

企
業
等
と
の
連
携

合計 1,110単位時間( 37単位)

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレルデ
ザ イ ン 論
ⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
デザインⅠ
Ａ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
ドレーピン
グⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザイン演習
実技ⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザ イ ン 論
ⅠＢ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
デザインⅠ
Ｂ

2
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
ドレーピン
グⅠＢ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザイン演習
実技ⅠＢ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
ファッショ
ンデザイン
画ⅡＡ

将来的に戦力となるデザインワークを身に付
け、各自の個性とセンスの光る感性あるファッ
ションデザイン画の表現を目標とする。

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
ファッショ
ンデザイン
画ⅡＢ

将来敵に戦力となるデザインワークを身に付
け、各自の個性とセンスの光る感性あるファッ
ションデザイン画の表現を目標とする。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

（1/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

人体の構造や運動機能を視野に入れ、素材の
特性を活かした作品を平面裁断、立体裁断の
テクニックにより個々のデザインの発想力と表
現力を身につける。
1、ドレーピング
スカート、胸ぐせダーツ、ブラウス ドレーピング
によるデザイン発想（実物製作・レポート）
2、機能服からのデザイン発想
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート
3、バザー作品
文化祭バザー作品、グループ製作
4、ジャケット
ドレーピング、作図理論、デザイン、パターン、
実物製作、レポート
5、民族服
作図理論
6、皮革作品
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート
7、修了製作
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ デッサン

ものを見る目を養う＝対象物を客観的に見つ
め。基本構造（構成、動き、立体感、質感など）
をとらえる。見たものをそのまま描ける力＝感
覚神経と運動神経の連係プレーを鍛える。描
く、という事によって自分のクリエーションに新た
な視点を見つける。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 色彩論

1年次『服飾デザイン論』で学習した色彩の知識
を基礎とし、ファッションデザインに活用するた
めの配色の技術、色彩計画の考え方を学習す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 造形演習

発想—表現—コミュニケーション　３つを連動させ
ながらクリエーションの力をつける。特に自分自
身を見つめ、コンセプトをしっかり組み立てる力
を養う。制作の姿勢が社会や世界に向いている
こと。発想力、（特にグラフィックにおける）表現
力、、伝える力（プレゼンテーションスキル）の強
化を目指します。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
アパレル染
色演習Ⅰ

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を
通して習得し、それをもとにアパレル制作に応
用展開できる能力を養う。さらに、染色・加工の
観点からテキスタイルについての理解を深めさ
せることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
アパレル素
材論Ⅱ

1年次の「アパレル素材論Ⅰ」で学んだ素材の
知識を踏まえ、基本的知識を充実させ、アパレ
ルデザインにおけるテキスタイルという観点か
ら、素材の見方、選択のポイント、テキスタイル
産地などについて、さらに消費性能面から判断
し布地の選択や品質表示にもつながるよう知識
と理解を深める。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
服装解剖学
Ⅱ

１年次で学んだ服装解剖学の基礎を発展させ、
筋の構造を解剖学的に理解させる。さらに動態
計測（石膏計測）実習により、衣服製作に必要
な皮膚の運動量・変化を把握させ、計測結果を
基に機能性大の衣服設計（デザイン）を行う。

2
・
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

○
ファッショ
ンビジネス
論Ⅰ

ファッション業界に於けるビジネス業務推進に
必要な知識について具体例を通して学習しなが
らファッションビジネスの基礎知識を学習・修得
する。
既存のブランドをグループごとに担当し、企業と
同じ手順で企画を行う事により、実践的なビジ
ネス演習を行い修得する。

2
・
後
期

30 1 △ ○ ○ ○ ○

（2/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレル商
品企画Ⅰ

1. アパレル製造業のデザイナーの実務をベー
スに、企画MDの実学を通しデザイナーの育成
を目指す。
2. ブランディングを学び、オリジナルブランド立
案に伴うコンセプト設計やターゲット設定、ブラ
ンドのゾーニングなどの基本を習得。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 西洋美術史

私たちの美意識の源泉となっている西洋美術
のなりたちをたどる。
過去の名作に通じて、美術表現の意味や可能
性について考える。
また、各時代：作者の様式を成立させた文化
的、社会的背景を探ることにより美と社会との
関わりを意識する。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 英会話Ⅰ

英会の基本的な文法を学習したレベルを想定
し、英語をツールにしたコミュニケーションをとれ
るようにさらに英語の運用力を高めることを目
標とする。グループ、ペア・ワークを中心に会話
の模擬体験を通してコミュニケーションには何
が必要かを体感できることを目指す。ファション
を専攻しているがくせいなのでファッションに関
する語彙なども導入する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
フランス語
Ⅰ

フランス語を初めて学ぶ学生を対象としたクラス
運営を目標とする。フランス語独特の音に慣
れ、基本的な文法・動詞の活用ができるように
する。またフランス語で簡単で日常的にかわす
挨拶ができるように、また初歩のコミュニーケー
ションをフランス語でできることを目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
グラフィッ
クワークⅠ

ファッションデザインの表現ツールとして、パー
ソナルコンピュータ及び、グラフィックソフトを使
う能力を身につけると同時に、各自のデザイン
能力の向上を目指す。
CGを使用したデザイン画の基本制作とCG活用
術
ドロー系ソフト/Illustratorの基本操作と
ペイント系ソフト/Photoshopでの基本操作

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（3/8）

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 創作研究Ⅰ

コンテストを中心に積極的にデザイン画を描き、
デザイン感覚と技術を養う。また、入選した場合
は製作時間として作品製作に取り組む。コラボ
レーションなどのイベントにも参加する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
キャリア開
発Ⅱ

企業が学生に望む資質として、①コミュニケー
ション能力②協調性③主体性の３つが上位を占
めています。就職戦線は年々厳しさが増してき
ており、専門的能力のみならずバランスのとれ
た「人間力」重視の考え方が目立っています。
　企業側が「即戦力的人材」を求めている現況
から、協調性、積極性、意思疎通の実効性等に
重点を置き各自の実践力を養成して期待される
社会的視野を持った人間として育成していきた
い。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ

日本の伝統文化の中心である古都（京都、奈
良）に赴き、仏教美術、仏像建造物、庭園など
の美に触れ、またファッションショーや美術館の
展示を鑑賞することによって感性、発想力を養
い、美の本質を知り、教養を高める。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅱ

アパレル産業の現状、先輩の実体験からのアド
バイス、そして服飾造形にかかわる知識とし
て、レギュラー授業に加えたい内容の講義。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
企業・学内
研修a

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
企業・学内
研修b

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
コラボレー
ションｂ

科の特色の科目や特論で習得した知識を活用
し、外部講師・企業とのコラボレーション活動を
グループで参加する。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

　29科目

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

（4/8）

授業科目等の概要

教員
企
業
等
と
の
連
携

アパレル業界の現場・現状を把握させるため
に、アパレル企業で実際に研修を受けること
で、学校教育で体験できない実学を学ぶ。就職
希望者の企業研修期間中に平行して、企業研
修に参加しない学生は学内研修を受講

学年合計 1,110単位時間( 37単位)



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレルデ
ザ イ ン 論
ⅡＡ

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
デザインⅡ
Ａ

3
・
前
期

90 3 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
ドレーピン
グⅡＡ

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザイン演習
実技ⅡＡ

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザ イ ン 論
ⅡＢ

3
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
デザインⅡ
Ｂ

3
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○

アパレルデ
ザイン演習
ドレーピン
グⅡＢ

3
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○
アパレルデ
ザイン演習
実技ⅡＢ

3
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
工業ニット
演習

・ニットの基礎知識を習得し, 指示書作成のため
の商品知識を理解する
・ニットの服作りのための基礎技術及び縫製方
法を理解する（横物及び丸物）

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
ファッショ
ンデザイン
画Ⅲ

各自のデザインテーマを設定し、年間を通して
様々な角度からバリエーションの幅を広げる。
アパレルデザインのプロとして必要とされる表
現方法、又相手に対するプレゼンテーションの
方法、自らをアプローチする方法を常に意識し
考えながら表現し、作品制作を目指していくこと
を目標とする。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

教員
企
業
等
と
の
連
携

ファッションの多様化、個性化に対応しつつ、ア
パレル業界での企画及びデザイナーとして活動
していく人材を育成する。課題のトータルな学習
に伴い、個性を生かした感性の高いバランス感
覚を養いながら、上級としての応用理論の実践
と研究を展開する。
１．水着・インナーウェア　デザイン・パターン・
実物製作・レポート
２． カジュアルスーツ　デザイン・パターン・実物
製作・レポート
（奈良コラボレーション作品）
３．バザー作品  文化祭バザー作品、グループ
製作
４．ニューフォーマル  デザイン・パターン・実物
製作・レポート
５．エルゴノミックワンピース  ウール素材、
チェック柄、半身立体、くせとり、実物半身縫製
６. ウィンターコート　デザイン・パターン・実物製
作・レポート
７．自由研究

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

（5/8）

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ファッショ
ン マ ー ケ
ティング

アパレル業界に於けるマーケティング業務の実
務を講義と演習により指導し、ファッションマー
ケティングの基礎知識を習得させる。

3
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○ ○

○

ア パ レ ル
マーチャン
ダイジング
Ⅱ

1． 2年次に立案したオリジナルブランドのシー
ズン企画の基本的な手法を学ぶ。
2． トレンド分析、マーケットリサーチを分析した
上で、シーズンコンセプトの設定を行い、店頭
MDに即した企画立案、商品企画＆デザインを
行う。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
グラフィッ
クワーク

アドビ・イラストレーターを使っての精密なハン
ガーイラストの作成及びデザインデータの展
開、先染柄やプリント柄の図案作成などを学
び、ビジュアル・プレゼンテーション (企画書)製
作を習得する。また、デザイン画をC.Gで描く
事、バッグやベルト等の小物アイテムを描く事を
学び、デザイン・企画の展開スピードのアップと
「見る人にとってわかりやすい見せ方」を習得す
る。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
プリントデ
ザイン

ハンドスクリーンプリントの実習を通して、プリン
ト生地の一連の工程を把握し、合せてその他の
捺染機器の仕組みや特徴を理解する。それに
より染色加工業の実務を理解し、アパレルデザ
イナーとしての対応力を強化する。（グループ実
習）

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
ア ク セ サ
リー

アクセサリーは服を引き立たせるための小道具
である。アンティークや新しい素材を幅広く取り
こみ、オリジナリティの高い作品、アートアクセ
サリーの制作、そして服作りのヒントにと意識し
ている。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 美学

西洋美術の歴史を学びながら、実際のデザイ
ナー達がどのようにアートにインスパイヤされて
コレクションをクリエイトしているかを、実例をあ
げながら学んで行きます。

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
プ レ ゼ ン
テーション
論・演習

これからのデザイナーにもっとも必要で、且つ日
本でファッションを学ぶ生徒達が一番欠けてい
るコミュニケーション能力を高める事を目指す授
業です。

3
・
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度

（6/8）

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 英会話Ⅱ

英会話 I を履修した学生対象のコースで、英語
をツールにしたコミュニケーションをとれるように
さらに英語の運用力を高めることを目標とする。
グループ、ペア・ワークを中心に会話の模擬体
験を通してコミュニケーションには何が必要かを
体感できることを目指す。文法中心ではなく、体
験的なクラス運営を試みる。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
フランス語
Ⅱ

毎回フランス語の発音・表現に親しみながら、
基本文法の理解に基づく平易な文章読解およ
び日常会話に必要なスキルの向上を目指す文
化の多様性に意識を向け、母国語とは異なる
言語の仕組みや発音の特徴を興味を持って意
識できる機会を多く設ける。目標レベルは、実
用フランス語技能検定試験5～4級

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
グラフィッ
クワークⅡ

ファッション産業におけるグラフィックの役割と有
効性を理解し、ファッション表現のツールとして
パーソナルコンピュータ及び、グラフィックソフト
を使う能力を身に着けると同時に、各自のデザ
イン能力及びプレゼンテーション能力の習得、
向上を目標とする。衣服製品図/デジタルファッ
ション画の展開力、応用力、細部表現等、実務
能力習得を目指す。ブランドロゴ及びブランディ
ングツール製作を通してグラフィックによるファッ
ションブランディングの意識を養う。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 創作研究Ⅱ

各自の作品制作のための創作研究、卒業制作
作品に向けての研究活動、過去作品のポート
フォリオ製作時間として取り組む。また、コンテ
スト活動やコラボレーション・イベントの課外活
動なども参加し、デザイン感覚と技術を養う。コ
ンテストへ入選した場合は制作時間として作品
制作に取り組む。各自に上記内容を参考に年
間スケジュールを自由に立てさせ、課題として
年度末に1年間研究した内容をまとめたものを
レポートにして提出をし、評価の値とする。年間
研究のレポート内容をプレゼンテーションさせ、
あわせて評価対象とする。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅲ

アパレル業界で活躍している講師を招聘し、実
社会の動向、現状、情報、未来への展望や、
様々な関わりに対処する為の考え方、アドバイ
スを経験者の生の声で語って頂き、社会に目を
向け、自己を見つめ直す機会として参考にす
る。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（7/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
コラボレー
ションｃ

科の特色の科目や特論で習得した知識を活用
し、外部講師・企業とのコラボレーション活動を
グループで参加する。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
卒業研究・
創作

３年間の集大成として作品を創作する。最終課
題にふさわしいテーマを個々に設定し、独創的
かつ自由なデザインで挑戦する。オリジナル素
材作りに始まり習得したテクニックを思う存分に
駆使する。アクセサリーからヘア・メイク、音響
効果・照明・映像などに至るまで総合的にデザ
インを生かしてコーディネートし、卒業制作
ショーで発表する。

3
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

　24科目
　76科目

（8/8）

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

学年合計 1,110単位時間( 37単位)

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 3,330単位時間( 111単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること
１学年の学期区分 前期・後期
１学期の授業期間 15週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
服装造形 論
ⅠＡ

1
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
服装造形 デ
ザインⅠＡ

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
服装造形 パ
ターンメーキン
グⅠＡ

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
ソーイングⅠ
Ａ

1
・
前
期

90 3 ○ ○ ○

○
服装造形 論
ⅠＢ

1
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
服装造形 デ
ザインⅠＢ

1
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○
服装造形 パ
ターンメーキン
グⅠＢ

1
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○
服 装 造 形
ソーイングⅠ
Ｂ

1
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
量 産 技 術 概
論・実習

アパレル製品の生産について、関心を持たせ
ることを目標とする。前期は、量産的手法に基
づいたシャツの縫製実習を短期集中で行い、
工業用ミシン、アイロンを主とした生産機器の
安全な使用方法の基礎を習得する。後期は講
義において、実習での作業内容と通常授業に
おける一品作りとの違いについて認識させる。

1
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

（1/4）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

・衣服全般の基礎知識を習得する。（縫合の基
礎、作図基礎理論、体型観察）
・服作りの基礎となる服の構造、デザイン表
現、作図方法、素材の扱い方、縫製方法を各
アイテムにおいて習得する。
・バザー作品を通し、ボランティア精神の育成と
既製服としてのデザイン、縫製法、検品、販売
までの流れを学習する。
・ドレーピングの基礎知識を習得する。（ボディ
について、布の準備、基礎ドレーピング・マーキ
ング・ドラフティング）
１ 基礎Ⅰ（一般知識・縫い方の基礎） 基礎
縫いAミシン縫い・B手縫い
２ 体型研究 身頃原型・スカート原型（1/4・
実物作図）・トワル製作・試着補正・レポート
３ スカートⅠ デザイン・パターン・実物製作・
レポート
４ シャツブラウスⅠ デザイン・パターン・実物
製作・レポート
６ 子供服 デザイン・パターン・実物製作・レ
ポート
７ バザー作品 文化祭バザー作品実物製
作・検品・販売
８ スカートⅡ デザイン・パターン・実物製作・
レポート
９ ジャケットⅠ デザイン・パターン・実物製
作・レポート
10 ワンピースドレスⅠ デザイン・パターン・実
物製作・レポート
11　パンツⅠ　デザイン・パターン・実物製作・レ
ポート
12 ドレーピング基礎（文化ボディ） 胸ぐせ
ダーツのバリエーション（アームホールダーツ）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 自由研究ⅠA

・服装造形の全ての細目において、各自興味を
持ったテーマについて研究する。
・各自の目標に合わせ既習細目におけるレベ
ルの向上をはかる。
・個々の能力に合わせて知識・技術を応用発
展させ、各自の専門性を追及する。
・発表会（展示会）を行うことにより、プレゼン
テーション能力を養う。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 自由研究ⅠB

・服装造形の全ての細目において、各自興味を
持ったテーマについて研究する。
・各自の目標に合わせ既習細目におけるレベ
ルの向上をはかる。
・個々の能力に合わせて知識・技術を応用発
展させ、各自の専門性を追及する。
・発表会（展示会）を行うことにより、プレゼン
テーション能力を養う。

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

○
ファッションビ
ジネス概論

・ファッションビジネスの基礎知識の理解
・ファッション産業構造の把握と専門業務の把
握による職種選択のための対応

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
ファッションデ
ザイン画Ⅰ

ファッションデザイン画は、人体のプロポーショ
ンと衣服のバランスを把握し、デザインの構造
を明確に描く事が出来るよう基礎技法から幅広
い画材研究まで習得し、各自のデザインワーク
につなげていく事を目標とする。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ クロッキー

様々なものの見方を通じ、ものを見て描く事・表
現につながる描写と楽しさを再認識する事と合
わせ、個性を伸ばす為の観察力・基本描写能
力・表現能力の習得を目的とする。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ 西洋服装史

古代から近世18世紀までは、その時代背景を
踏まえ美術史や映画によって服飾の特長を解
説していく。19世紀近代以降は、パリオートク
チュール・ビジネスが確立し、ファッションが産
業化していく過程を見ていく。20世紀以降はデ
ザイナーの時代であり、デザイン史、音楽史、
映画史などにも触れながら、多方面からのアプ
ローチによって理解を深める。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（2/4）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
服飾デザイン
論Ⅰ

教育目標　：服飾デザインにおける色彩、形
態、コンポジションについての講義及び演習を
通して基礎的な知識と技術を身につけ、創造
力、分析力を養うことを目標とする。
レベル設定：色彩の基礎知識や配色の基礎、
形態の構成要素やシルエットのとらえ方、コン
ポジションのセオリーについて理解し、それぞ
れのテーマに沿ったビジュアル表現ができる力
を有する。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
アパレル素材
論Ⅰ

アパレル製品や各自製作物の素材に関心を持
たせることを目標とし、アパレル（衣服）の構成
要素である繊維、糸、布地の種類や特徴につ
いての基礎的知識を習得させる。さらに代表的
な綿、毛、絹織物の種類に関して、教材（テキ
スタイルファブリック）を活用しながら、糸の構
造や織物組織などの特徴に着目させ、理解を
図る。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 服飾手芸Ⅰ

服飾手芸全般における基礎知識を学び、それ
ぞれの技術を基にして服飾造形及び服飾小物
などに応用発展できるようにする。また、素材・
テクニック・造形・色の組み合わせのバランス
感覚を習得し、クリエイティブかつオリジナルな
創作力を身につけることを目標とする。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ 服装解剖学Ⅰ

解剖学的な人体の構造を衣服パターンと関連
づけながら理解させ、美的で機能的な衣服製
作に必要な人体（骨格）に関する基礎知識を学
習させる。次に人体を外観から観察し、形態や
プロポーションを認識させる。

1
・
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

○
キャリア開発
Ⅰ

・人材育成のための講義と進級に関する講義
で構成する。
・新しい環境の中で社会人と学生の違いを認
識し、将来の進路を考えるきっかけを作る。ま
た、コミュニケーション能力を高め、自分という
存在について考え成長できる『人間力』の育成
を目指す。
・各自の適性を把握し、進路について考え将来
の方向性を決める。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅰ

・ファッション業界の各分野において幅広い知
識・技術を修得すると共に、各自の専門性を考
える動機付けを目標とする。
・レギュラー授業で包括できない部分の専門関
連分野の知識を習得する。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

場所 教員

（3/4）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 校外研修Ⅰ

・都会生活から離れた「山荘」における団体生
活の体験。
・野外活動・体育活動など諸活動を通して指導
力・協調の精神を養い、コミュニケーション能力
の向上を目指す。
・個人相互およびクラス間・学年間の親睦を深
める。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
コラボレーショ
ンa

・1年次では、産業とのかかわりを持つことによ
り、企業とその実務を知るきっかけをつくり、課
外活動（コンテスト活動など）への積極的参加
を推進することを目標とする。
・個々の能力に合わせて各自の専門性を追及
する。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

　23科目合計 1,110単位時間( 37単位)

（4/4）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　ファッション工科基礎科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレルデザ
イン　論ⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデザ
イ ン 演 習 デ
ザインⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○

アパレルデザ
イ ン 演 習 ド
レーピングⅠ
Ａ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデザ
イ ン 演 習 実
技ⅠＡ

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデザ
イン　論ⅠＢ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデザ
イ ン 演 習 デ
ザインⅠＢ

2
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○

アパレルデザ
イ ン 演 習 ド
レーピングⅠ
Ｂ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルデザ
イ ン 演 習 実
技ⅠＢ

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
ファッションデ
ザイン画ⅡＡ

将来的に戦力となるデザインワークを身に付
け、各自の個性とセンスの光る感性あるファッ
ションデザイン画の表現を目標とする。

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
ファッションデ
ザイン画ⅡＢ

将来敵に戦力となるデザインワークを身に付
け、各自の個性とセンスの光る感性あるファッ
ションデザイン画の表現を目標とする。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

（1/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度

人体の構造や運動機能を視野に入れ、素材の
特性を活かした作品を平面裁断、立体裁断の
テクニックにより個々のデザインの発想力と表
現力を身につける。
1、ドレーピング
スカート、胸ぐせダーツ、ブラウス ドレーピング
によるデザイン発想（実物製作・レポート）
2、機能服からのデザイン発想
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート
3、バザー作品
文化祭バザー作品、グループ製作
4、ジャケット
ドレーピング、作図理論、デザイン、パターン、
実物製作、レポート
5、民族服
作図理論
6、皮革作品
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート
7、修了製作
作図理論、デザイン、パターン、実物製作、レ
ポート

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ デッサン

ものを見る目を養う＝対象物を客観的に見つ
め。基本構造（構成、動き、立体感、質感など）
をとらえる。見たものをそのまま描ける力＝感
覚神経と運動神経の連係プレーを鍛える。描
く、という事によって自分のクリエーションに新
たな視点を見つける。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 色彩論

1年次『服飾デザイン論』で学習した色彩の知
識を基礎とし、ファッションデザインに活用する
ための配色の技術、色彩計画の考え方を学習
する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 造形演習

発想—表現—コミュニケーション　３つを連動さ
せながらクリエーションの力をつける。特に自
分自身を見つめ、コンセプトをしっかり組み立て
る力を養う。制作の姿勢が社会や世界に向い
ていること。発想力、（特にグラフィックにおけ
る）表現力、、伝える力（プレゼンテーションスキ
ル）の強化を目指します。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
アパレル染色
演習Ⅰ

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習
を通して習得し、それをもとにアパレル制作に
応用展開できる能力を養う。さらに、染色・加工
の観点からテキスタイルについての理解を深
めさせることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
アパレル素材
論Ⅱ

1年次の「アパレル素材論Ⅰ」で学んだ素材の
知識を踏まえ、基本的知識を充実させ、アパレ
ルデザインにおけるテキスタイルという観点か
ら、素材の見方、選択のポイント、テキスタイル
産地などについて、さらに消費性能面から判断
し布地の選択や品質表示にもつながるよう知
識と理解を深める。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 服装解剖学Ⅱ

１年次で学んだ服装解剖学の基礎を発展さ
せ、筋の構造を解剖学的に理解させる。さらに
動態計測（石膏計測）実習により、衣服製作に
必要な皮膚の運動量・変化を把握させ、計測
結果を基に機能性大の衣服設計（デザイン）を
行う。

2
・
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

○
ファッションビ
ジネス論Ⅰ

ファッション業界に於けるビジネス業務推進に
必要な知識について具体例を通して学習しな
がらファッションビジネスの基礎知識を学習・修
得する。
既存のブランドをグループごとに担当し、企業と
同じ手順で企画を行う事により、実践的なビジ
ネス演習を行い修得する。

2
・
後
期

30 1 △ ○ ○ ○ ○

（2/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業方法 場所



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレル商品
企画Ⅰ

1. アパレル製造業のデザイナーの実務をベー
スに、企画MDの実学を通しデザイナーの育成
を目指す。
2. ブランディングを学び、オリジナルブランド立
案に伴うコンセプト設計やターゲット設定、ブラ
ンドのゾーニングなどの基本を習得。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 西洋美術史

私たちの美意識の源泉となっている西洋美術
のなりたちをたどる。
過去の名作に通じて、美術表現の意味や可能
性について考える。
また、各時代：作者の様式を成立させた文化
的、社会的背景を探ることにより美と社会との
関わりを意識する。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 英会話Ⅰ

英会の基本的な文法を学習したレベルを想定
し、英語をツールにしたコミュニケーションをと
れるようにさらに英語の運用力を高めることを
目標とする。グループ、ペア・ワークを中心に会
話の模擬体験を通してコミュニケーションには
何が必要かを体感できることを目指す。ファショ
ンを専攻しているがくせいなのでファッションに
関する語彙なども導入する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ フランス語Ⅰ

フランス語を初めて学ぶ学生を対象としたクラ
ス運営を目標とする。フランス語独特の音に慣
れ、基本的な文法・動詞の活用ができるように
する。またフランス語で簡単で日常的にかわす
挨拶ができるように、また初歩のコミュニーケー
ションをフランス語でできることを目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
グ ラ フ ィ ッ ク
ワークⅠ

ファッションデザインの表現ツールとして、パー
ソナルコンピュータ及び、グラフィックソフトを使
う能力を身につけると同時に、各自のデザイン
能力の向上を目指す。
CGを使用したデザイン画の基本制作とCG活用
術
ドロー系ソフト/Illustratorの基本操作と
ペイント系ソフト/Photoshopでの基本操作

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（3/8）

授業科目等の概要

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 創作研究Ⅰ

コンテストを中心に積極的にデザイン画を描
き、デザイン感覚と技術を養う。また、入選した
場合は製作時間として作品製作に取り組む。コ
ラボレーションなどのイベントにも参加する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
キャリア開発
Ⅱ

企業が学生に望む資質として、①コミュニケー
ション能力②協調性③主体性の３つが上位を
占めています。就職戦線は年々厳しさが増して
きており、専門的能力のみならずバランスのと
れた「人間力」重視の考え方が目立っていま
す。
　企業側が「即戦力的人材」を求めている現況
から、協調性、積極性、意思疎通の実効性等
に重点を置き各自の実践力を養成して期待さ
れる社会的視野を持った人間として育成してい
きたい。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ

日本の伝統文化の中心である古都（京都、奈
良）に赴き、仏教美術、仏像建造物、庭園など
の美に触れ、またファッションショーや美術館の
展示を鑑賞することによって感性、発想力を養
い、美の本質を知り、教養を高める。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅱ

アパレル産業の現状、先輩の実体験からのア
ドバイス、そして服飾造形にかかわる知識とし
て、レギュラー授業に加えたい内容の講義。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
企業・学内研
修a

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
企業・学内研
修b

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
コラボレーショ
ンｂ

科の特色の科目や特論で習得した知識を活用
し、外部講師・企業とのコラボレーション活動を
グループで参加する。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

　29科目

（4/8）

授業科目等の概要

教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

アパレル業界の現場・現状を把握させるため
に、アパレル企業で実際に研修を受けること
で、学校教育で体験できない実学を学ぶ。就職
希望者の企業研修期間中に平行して、企業研
修に参加しない学生は学内研修を受講

学年合計 1,110単位時間( 37単位)

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科）平成29年度



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
メ ン ズデ ザイ
ン論Ａ

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
メ ン ズデ ザイ
ン演習 デザ
インＡ

3
・
前
期

90 3 ○ △ ○ ○ ○

○
メ ン ズデ ザイ
ン演習 実技
Ａ

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○ ○

○
メ ン ズデ ザイ
ン論Ｂ

3
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○
メ ン ズデ ザイ
ン演習 デザ
インＢ

3
・
後
期

90 3 ○ △ ○ ○ ○

○
メ ン ズデ ザイ
ン演習 実技
Ｂ

3
・
後
期

60 2 ○ ○ ○ ○

○
パターンデザ
イン論Ａ

メンズアパレル製品型紙の設計過程を実寸演
習させ、その構造と理論を学修させる。メンズ
パタンナーの実技試験に対応する作図法で・
シャツ類・テーラードトラウザーズ類を作図演習
し、既製服の型紙設計（パターンデザイン）を一
般論（技術論は除く）で理解させる。

3
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○
パターンデザ
イン論Ｂ

メンズアパレル製品型紙の設計過程を実寸演
習させ、その構造と理論を学修させる。メンズ
パタンナーの実技試験に対応する作図法で・
ジャケット類・ベスト類・コート類を作図演習し、
既製服の型紙設計（パターンデザイン）を一般
論（技術論は除く）で理解させる。

3
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

（5/8）

授業科目等の概要

教員

企
業
等
と
の
連
携

メンズデザインおよび服飾造形に関する理論的
知識、審美的見識を有する人材を育成するた
めに、専門的かつ高度な技能を教授研究する
とともに、メンズアパレル業界に広く寄与できう
る人材の輩出を目的とする。
１　紳士服の基本知識　スタイル　コーディネイ
ト　副資材
２　原型論　衣服製作のための人体計測　男子
原型の作図法　原型論
３　シャツ　『フレックスジャパン株式会社』との
コラボレーション「シャツ講座」連動　実物制作
４　パンツ　デザイン展開と作図　パンツの縫製
法／示範　実物制作
５　ネクタイ　ネクタイの縫製
６　バザー作品　会社形態によるブランド設定
コンセプト／デザイン提案　実物制作
７　部分縫い　箱ポケット／フラップ付き両玉縁
／チケット／剣玉縁
８　ベスト　デザイン展開と作図　ベストの縫製
法／示範　実物制作
９　卒業制作　ジャケットのデザイン展開と作図
ジャケットの縫製法／示範（毛芯仕立て）

（フォーマルウェア　コート＝講義のみ）　実物
制作　卒業ショー

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科メンズデザインコース）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
グレ ー デ ィ ン
グ

アパレルCADを利用した演習を通し、合理的な
考えでグレーディング（サイズ展開）を主に学ぶ
ことを目標とする。グレーディングの基になるパ
ターン展開・平面作図に始まり、メンズ体型を
考慮したサイズ展開をおこなう。また、「メンズ
パターン論」とリンクさせ、手作業の内容をCAD
上での再現に必要な要素の理解を深める。

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
工 業 ニッ ト演
習

ニットの基礎知識・商品知識を習得し、アパレ
ルにおけるニット製品を総合的に理解する。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
メ ン ズ フ ァ ッ
ション環境情
報

メンズファッションデザイナーとしての情報収集
能力、及び情報の咀嚼、活用能力の育成を目
標とし、卒業後企業において、即戦力として活
躍できるレベルの、実務的ワーキングスキル修
得を目指します。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
ファッションデ
ザイン画Ⅲ

どのような方法でアパレル業界に携わり社会に
結びついていくか自ら考えようとする能力と学
生各自のアイデンティティーの確立を基にメン
ズデザインのプロとして業界に対し戦力育成を
目指し就職対応のデザイン画ファイルを制作す
る。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
アパレルマー
チ ャ ン ダ イ ジ
ングⅡ

1. アパレル製造業の企画実務をベースに、クリ
エイションとビジネスの両面からみたデザイ
ナーの育成を目指す。
2. ブランディングの過程(2年時作成資料)を通
し、店頭MDに即した企画立案計画、商品企画
＆デザイン、並びにプレゼンテーション方法な
どの実践を行い、デザイナーとして必要なMD
のスキルアップを行う。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
グ ラ フ ィ ッ ク
ワーク

アドビ・イラストレーターを使って精密なハン
ガーイラストの作成とデザイン展開。先染め柄
やプリント柄の製作とシュミレーション。「デザイ
ンおよび企画プランの美しいビジュアル表現」
を可能にする為のベース技術を学ぶ。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
プリントデザイ
ン

１．デジタルテキスタイルプリンターを利用した
テキスタイルプリントの工程・特徴を理解する。
２．Photoshopを利用してプリント柄を作成でき
る技術を身につける。

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

(6/8）

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科メンズデザインコース）平成29年度



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 企画論

学生レベルではなく企業間で行われている実
践レベルのプレゼンテーションや企画立案を体
験することにより就職活動や社会に出てからの
即戦力になる企画力・技術を習得

3
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○ ○

○
メ ン ズ フ ァ ッ
ション史

古代から現在までのミリタリーウエア（軍服）な
どが公式服になっていく過程、また近代紳士服
の原型であるスーツスタイルの誕生からデザイ
ンの変遷を見ていく。第二次世界大戦以降は
ストリートに見るメンズファッションをその時代
の音楽や映画も合わせて考察する。そして男
性服の流れを見る中で、デザインの発想力を
高めていく。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 英会話Ⅱ

英会話 I を履修した学生対象のコースで、英語
をツールにしたコミュニケーションをとれるよう
にさらに英語の運用力を高めることを目標とす
る。グループ、ペア・ワークを中心に会話の模
擬体験を通してコミュニケーションには何が必
要かを体感できることを目指す。文法中心では
なく、体験的なクラス運営を試みる。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ フランス語Ⅱ

フランス語を１年学んだ学生を対象としたクラス
運営を目標とする。フランス語独特の音に慣
れ、基本的な文法・動詞の活用ができるように
する。またフランス語で簡単で日常的にかわす
挨拶ができるように、また初歩のコミュニーケー
ションをフランス語でできることを目指す。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
グ ラ フ ィ ッ ク
ワークⅡ

ファッション産業におけるグラフィックの役割と
有効性を理解し、ファッション表現のツールとし
てパーソナルコンピュータ及び、グラフィックソフ
トを使う能力を身に着けると同時に、各自のデ
ザイン能力及びプレゼンテーション能力の習
得、向上を目標とする。衣服製品図/デジタル
ファッション画の展開力、応用力、細部表現
等、実務能力習得を目指す。ブランドロゴ及び
ブランディングツール製作を通してグラフィック
によるファッションブランディングの意識を養う。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 創作研究Ⅱ

コンテストを中心に積極的にデザイン画を描
き、デザイン感覚と技術を養う。また、入選した
場合は制作時間として作品制作に取り組む。コ
ラボレーション等のイベントにも参加する。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

(6/8）

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科メンズデザインコース）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 特別講義Ⅲ

主にアパレル業界で活躍している講師を招き、
実践経験をふまえた生の情報、リアルタイムな
話題などを短期集中で講義していただき、就職
や個人の将来の参考、目標とする。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
コラボレーショ
ンｃ

科の特色の科目や特論で習得した知識を活用
し、外部講師・企業とのコラボレーション活動を
グループで参加する。

3
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
卒業研究・創
作

各自（又は、グループ）で研究テーマを決め、習
得した知識技術を駆使し一年を通して研究、制
作を行う事により探究心、計画性、自覚性の向
上を目指す。

3
・
通
年

120 4 ○ ○ ○

　24科目
　76科目

(8/8）

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

学年合計 1,110単位時間( 37単位)

（ファッション工科専門課程　アパレルデザイン科メンズデザインコース）平成29年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 3,330単位時間( 111単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること
１学年の学期区分 前期・後期
１学期の授業期間 15週
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